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◎道徳・人権教育の充実
◎いじめの未然防止、早
　期発見
〇社会性・協調性の育成
〇積極的に挨拶ができる
　子に

豊かな心の育成

・朝ごはんを食べた。
　（児童100 %）
・積極的に運動を行うよう計
　画し実践した。（教師 90 %）
・避難訓練において、一次避
　難が避難開始より４分以内
　に完了する。

・学校の様子がよく伝わった。
 　（保護者アンケート80 %）
・:ゲストティーチャーを招く等
　地域の人材や文化等を学
　習に取り入れることができ
　た。（教師 90 %）

○人権参観は、より多くの保護者に懇談会へ参加
してもらえるような工夫が必要である。
○１年生と地域の年配の方々との交流は昔遊びを
教えてもらったり、一緒に給食を食べたりして、やさ
しさに触れることができたとともに相手の思いを
知ったりする貴重な交流となった。また、４年生の
ワウクラスは、犬を通して命の大切さを学習するこ
とができた。
○ずいぶん多くの子が挨拶を返せるようになった
り、積極的に自分から挨拶できるようになってき
た。

○要望があれば協力していただける地域の方々で
あるため、○○名人（野菜作り名人や裁縫名人等）
として学校に来ていただき、ゲストティーチャーとし
て授業のなかでさらに関わっていただける機会を
設けていきたい。
○学校開放週間には来校していただけた保護者が
少なかったため、より多くの方々に来ていただける
ような取組やお知らせを行っていきたい。
○保護者や地域の方々に、学校の様子や子どもた
ちの活動の様子など、機会をとらえてさらなる情報
発信を行っていきたい。

○10月の学習参観において道徳の授業を中心とし
た人権学習を全学年で行った。
○地域の方々やゲストティーチャーなど、多くの人
と出会えるような取組を学習に取り入れていくよう
に心がけた。登下校時には、見守り隊の方々にも
積極的に子どもたちに話しかけていただいた。
〇校庭には委員会活動を中心に花を絶やさないよ
うにした。また、各学年で野菜作りも行い調理実習
を行うなど、学習園を計画的に使用した。

・学校が楽しいと感じる。
　（児童アンケート 95 %）
・「みんなの道徳」等の活
　用 100%
・いじめの解消率 100%
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○朝学の「読書、視写、漢字」は子どもたち
に文字や文章に慣れさせることができ、静
かに学習に入ることもできた。基礎学タイム
は、発展問題をしたり、思いを綴ったりと、
子どもたちの実情に応じて、取り組むことが
できた。
○研究授業では、子どもたち一人ひとりが
自分の考えをみんなに伝えることができる
ように、話し合い活動を通して考えが深めら
れるようにと研究を重ねていきたい。

・県学習到達度調査で基
　本問題の正答数が県平
　均を上回る。
・毎日の勉強が分かる。
　（児童アンケート 90 % ）

主体的・創造的な子どもを育てる。

校長氏名

本年度の取組についての評価

◎体力向上の推進
◎基本的生活習慣の確立
〇危機回避能力の育成

◎家庭・地域との連携充実
◎保幼小の接続、中学校
　区における学校間連携
　の推進
◎地域の資源活用の推進

黒田　昌孝

○人権学習に関する重要性とその取組内容につ
いて、保護者に伝え続けていくことが大切である。
○人との出会いが心の成長に与える影響が大き
く、学習効果を高めることより、授業のなかに、子ど
もたちの心に響く人との出会い（ゲストティーチャー
招聘）を今後も全学年で行っていきたい。
○挨拶については、全教職員で範を示していくとと
もに、挨拶の重要性について子どもたちに絶えず
話し、あいさつの輪をどんどん広げていきたいと考
えている。

○５年生が地域の方の田んぼをお借りして稲作を
行った。籾蒔きから田植え、収穫、餅つき、しめ縄
作りまで、地域の方々の協力を得て実施すること
ができた。
○PTA主催の子どもまつりと餅つき大会は、保護
者、地域の方々の参加で大盛況であった。
〇日進中学校の英語の授業を参観させていただく
機会を設けていただいた。また、校区の保育園の
先生方に学校開放の際に参観に来ていただけた。
○学校便りを毎月発行し、連絡所にも置いていた
だくなどして、地域の方々にもお知らせした。

健やかな体の育成 地域とともにある学校

◎基礎・基本の確かな定着
◎子ども主体の授業の推
　進
〇家庭学習の定着
〇読書活動の推進

確かな学力の向上

　　○授業参観には多くの保護者の皆様に来ていただけるのですが、その後の学級懇談会は、参加していただける方が少ないという現状です。
　　　　一人でも多くの保護者の方に参加していただけるよう、「魅力ある懇談会」になるような工夫について、探っていきたいと思います。

その他の課題

〇スポーツテストの結果より、子どもたちの苦手と
する運動能力を高めるために、体育の授業のなか
で意識して取り組んできた。しかし、すぐに改善す
るというものではないため、継続して取り組んでい
かなければならない。
〇SANTA50については、ほとんどの保護者がコメ
ントを書いて返してくれている。しかし、返ってこな
い家庭もあり、その家庭の子どもの生活習慣がと
てもきになる。（本人には担任が絶えず確認してい
る。）

○子ども祭には出店を、餅つき大会では指導をとＰ
ＴＡ行事には地域の方々の協力が不可欠であっ
た。今後も地域の方々に学校にかかわっていただ
けるよう協力をお願いしていきたい。
○小中の連携については、外国語（外国語活動）
の実施に向けての授業参観をさせていただいた。
９年間を通した義務教育を見通して、今後は中学
校より来ていただく機会も設けたり他教科において
も交流したりと活発に交流していくことが大切であ
ると思われる。

○基礎的、基本的な知識技能の習得は重要なた
め、今後とも工夫改善を加えて継続して取り組んで
いく。また、子ども一人ひとりの実情を把握し、内容
や問題量、時間配分などについても工夫していくこ
とが大切であると考えている。
○子どもたちの実態から、子ども一人ひとりに言語
力・表現力が身につくよう、さらに教職員が一丸と
なって現職教育での取り組む方向や内容を探ると
ともに、外部講師を招き、研修を深めていきたい。

○朝学では「読み聞かせ、読書、視写、漢字」など
各学年・学級の実態にあわせて行い、午後からの
基礎学では算数の計算等の復習を行い、基礎、基
本の定着をはかることと、作文指導に取り組んだ。
また、４年生以上では応用力をつける問題につい
ても取り入れた。
○子どもたちに表現力をつけるために、校内研究
授業では、「書くこと」を取り入れ、自分の考えが書
け、それが発表等の表現につながるようにと取り組
んできた。また、「書く」ことに慣れるよう、数多くの
場面で「書く」活動を取り入れてきた。

〇SANTA50（生活調べ）を年間２回、それぞれ続け
て１週間行い、子どもたちが自分の生活を見つめ
直す機会を設けた。また、その結果を保護者の方
にも見ていただきコメントをいただくようにした。
〇年間３回の避難訓練（地震と火事、津波、不審
者）を行った。また、警報発令時に備えた集団下校
訓練も３回行った。
〇１年生には歩行、３年生には自転車の乗り方の
交通安全教室を地域の方の協力も得て行った。

〇津波に備えた避難訓練を行っているが、想定を
はるかにしのぐ場合に備えて、決めている二次避
難所への避難の訓練も実施したいと考えている。
〇体力をつけるもととなる基本的生活習慣の定着
について、保護者へのさらなる啓発に取り組んでい
く。
〇子どもの体力をさらに向上していくために、体育
の授業のさらなる充実に取り組んでいく。


